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阿寺断層の発掘調査

阿寺断層は中都地方を北西･南東方向に延長80kmにわたって貫く

わが国の代表的な活断層のひとつである｡地質調査所では昭和56年

10月に阿寺断層通過地域のほぼ中央にあたる岐阜県恵那郡付知町で

同断層を発掘調査した､

活断層の発掘調査とは断層を横切って調査用の溝(トレンチ)を掘

りその断面に見られる断層運動による地層の変位を詳しく観察して

断層活動の時期や周期たどを知るために実施するものでこれによって

個々の活断層の危険度を判定L長期的な地震予知に役立てようとするも

のである.

今回の発掘調査は一昨年の丹那断層の発掘調査につぐ地質調査所に

よる第2回目の調査であり前回と像ほ同じ鋸模の畏さ25m巾8血

深さ6m(最深部)のトレンチが掘られた一その壁面には表紙写真

に示した沖積世に堆積した崖錐堆積物(左側)が濃飛流紋岩及び段丘

礫層(右側)と接する明瞭な断層が認められた.現在地層の年代

測定等を実施中でありその結果の判明する今夏には阿寺断層の最近

の地質時代における活動の一部が明らかに在ることであろう.
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